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（研究テーマ） 
 細胞の極性形成における低分子量 Gタンパク質の役割と作用機構 

（メッセージ） 

 私共の研究室で見出した新規細胞間接着分子ネクチンを軸に、この接着分子と低分

子量 Gタンパク質との相互作用を検討することにより、細胞間接着および細胞極性が
形成されるメカニズムの解明を目指して研究していく予定です。特に、細胞の極性形

成時に細胞間接着装置タイトジャンクション、アドヘレンスジャンクションが、細胞

間接着部位の頭頂側から側基底側にかけてこの順序で整列して形成される分子機構に

ついては不明なままであり、この分子機構にネクチン、低分子量 Gタンパク質などが
どのように関わっているかを明らかにしていきたいと考えています。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

<実験技術>  
 Pull-downアッセイ 
 共焦点レーザー顕微鏡観察 
<リソース>  
 ネクチンリコンビナントタンパク質、抗ネクチン抗体 
 ネクチンを発現させた細胞株（L細胞、NIH3T3細胞、MDCK細胞） 


